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Ⅰ．業績の概要

東日本大震災における地震と௡೾により発生した๲大な
ྔの災害ഇغ物や௡೾ଯ積物は，ඃ災地の復旧・復興のた
めに早期のআڈがٻめられていた。これらは，地域の復旧・
復興に対して大きな્害要Ҽとなっていた。また，ඃ災自
治ମでは，最ऴॲ分場の༰ྔがඡഭし，大ྔの災害ഇغ物
を受け入れられる状گではなかった。

そのղܾ方法として，従来はຒめ立てॲ分対৅とされて
いた大ྔのম٫ओփ，ચড়࢒ᕓ，Ψラス・カϫラ・ಃثย・
石等のෆ೩物を造ཻ骨ࡐとしてݯࢿ࠶化し，コンクリート
մをഁࡅした࠶生ࡅ石とࠞ合して，新たな造ཻ࠶生ࡅ石を
製造する技術をॳめて開発・実用化した。そして，本技術
を，ٶ城県よりҕୗされた災害ഇغ物ॲ理業務ؾ仙পϒ
ϩック（ೆ三陸ॲ理区）に適用し༗効性を֬ೝした。

փをؚΉ多原ྉを組み合わせた造ཻはॳめての技術であ
り，多くの要ૉ実ݧを通して配合のબ定・ϛキサーのબ定・
᎟፩方法の開発を行った。そして，製造された造ཻ࠶生ࡅ
石は，ٶ城県の公ڞ工事ࡐࢿの඼࣭基४と，岩ख県の復興
省土৕Ԛછ対策ڥ؀，の඼࣭基४をຬ଍するとともにࡐࢿ
法にもとづく特定༗害物࣭の༹ग़ྔࠪݕ・ؚ༗ྔࠪݕにお
いても基४をຬ଍する高඼࣭なものであり，道路の路൫ࡐ
等へ広く活用されている。
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Ⅱ．業績の詳細な技術的説明

1．造粒の概念

「造ཻ」は，คମやคମを༹かした༹ӷを原ྉとして，「ཻ
をつくる」技術である。「造ཻ」の目的は，製඼คମの取
ѻ性や機能性を改ળし，෇加Ձ஋を向上させることにあり，
転ಈ，֧፩などの作用で運ಈしている࣪५คମのڽ集現৅
をར用して，ᰒཻ，ϖレット状の造ཻ物に成長させるもの
である。
2．造粒再生砕石製造手順

બผ施設によりબผされたΨラス・カϫラ・石等のෆ೩
物は，造ཻલॲ理施設に運ばれ，ഁ ，し風ྗબผࡅ機でคࡅ
ൺ重ࠩબผ，伸ॖスクリーン等によりෆ७物をより高いਫ਼
౓でআڈし，ཻܘ 6 mm 以下の造ཻ原ྉとする。この原ྉ
に，ম٫施設で発生したম٫ओփ，土৕ચড়設備で発生し
た࢒ᕓ，セメント，ෆ༹化ࡎをࠞ合し造ཻ物を製造する。
さらに造ཻ物と 3C と（石ࡅ造ཻ）ࡐࢿ石をࠞ合し復興ࡅ
して製造する。図─ 1 に造ཻ࠶生ࡅ石製造フϩーをࣔす。
（1）造ཻલॲ理

1）ෆ೩物ഁࡅॲ理
બผ施設によりબผされたΨラス・カϫラ・石等のෆ೩

物は，ഁࡅ機を数回通աさせ 6 mm 以下のཻ子になるまで
คࡅされる。原ྉ製造ラインには，振ಈᝲ，風ྗબผ機，

ਤᴷ 1　造ཻ࠶ੜࡅੴ੡造ϑϩʔ
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ൺ重ࠩબผ機，伸ॖ式フルイ（ΰムᝲ）等֤छ機械設備（写
真─ 1～ 5）を配ஔしపఈ的にෆ७物を取りআき高඼࣭な
原ྉ製造を行った。ग़来上がったෆ೩物原ྉを写真─ 6 に
ࣔす。

ࣸਅᴷ 3　෩ྗબผػ

ࣸਅᴷ 4　ൺॏࠩબผػ

ࣸਅᴷ 5　৳ॖࣜϑルΠʢΰϜᝲʣ

ࣸਅᴷ 6　ෆ೩物ݪྉʢ6 mmҎԼʣ

ࣸਅᴷ 1　ৼಈᝲʢ40 mmϑルΠ෼͚ʣ

ࣸਅᴷ ػࡅഁ　2

2）ম٫ओփഁࡅॲ理
ম٫施設で発生するম٫ओփは，ཻܘ，Ԗؚ༗ྔผにフ

レコン٧めされる。ম٫ओփഁࡅ・બผ施設にて，10 mm
以下にคࡅされ，ۚ属ྨ等ҟ物もআڈされる。そのࡍに，
Ԗؚ༗ྔにしたがいௐ整配合される。写真─ 7～ 9 に，
。そのଞのࣸਅをࣔすگ状ࡅഁ

3）ෆ೩物・ओփࠞ合ॲ理
Ԗؚ༗ྔのௐ整されたম٫ओփは，ഁࡅ・คࡅॲ理され

たෆ೩物とෆ༹化ࡎをఴ加して強੍ࠞ合され造ཻ原ྉがで
きる。固化ॲ理でࠞ合されるચড়࢒ᕓのԖؚ༗ྔを考ྀし，

ࣸਅᴷ �　ম٫ओփ

ࣸਅᴷ 8　ম٫ओփഁࡅঢ়گ

ࣸਅᴷ �　ৼಈᝲʢ10mmϑルΠ෼͚ʣ
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それͧれの配合ൺをௐ整する。写真─ 10～ 12 に，ࠞ 合機，
ࠞ合作業のࣸਅをࣔす。
（2）造ཻ固化ॲ理
ચড়࢒ᕓと，ෆ೩物とম٫ओփからなる造ཻ原ྉは，そ

れͧれผラインで造ཻ固化ॲ理૷ஔにૹられる。造ཻ固化
ॲ理૷ஔは，計ྔثと特घϛキサーで構成されている。造
ཻ原ྉ，セメント，水，ෆ༹化ࡎを適切なタイϛングで౤
入・高速֧፩・回転数੍御を行うことで造ཻ骨ࡐが製造さ
れる。原ࡐྉの配合は，それͧれのഉग़ྔٴびԖؚ༗ྔに
合わせて適宜มߋし，造ཻ物として定めた඼࣭管理基४を
ຬたすようௐ整する。今回࠾用した造ཻ機は，スイング式
ϒレードでࡐྉをѹॖ・ૡき上げಈ作を܁ฦし，ࡐྉとఴ
加ࡎを׬શに࿅り込み高速回転によりࡐྉを֧፩，ۉ一に
ࠞ࿅し造ཻする機छである。造ཻલॲ理施設および造ཻ固
化ॲ理施設શࣸܠਅを写真─ 13，14 に，造ཻ機を写真─
15 にࣔす。

ࣸਅᴷ 10　ম٫փࠞ߹ࢪઃ

ࣸਅᴷ ೋ࣠ࣜػ߹ࠞ　11

ࣸਅᴷ ྉഉग़ݪ߹ࠞ　12 （3）造ཻ骨ࡐ඼࣭管理
֤ॲ理աఔで発生する原ྉについては現場に設けたࣨ内

ࡐで迅速に༗害物を分ੳした。できあがった造ཻ骨ࣨݧࢼ
（写真─ 16）は，定期的に֎部機関で༗害物༹࣭ग़ྔ・ؚ༗
ྔ，์ࣹ能ೱ౓，土࣭ݧࢼを行い，඼࣭に໰題がないことを
֬ೝしてから造ཻ࠶生ࡅ石製造に࢖用される（写真─ 17）。
2-1　造粒再生砕石製造

災害ഇغ物を用いた造ཻ࠶生ࡅ石は，ચড়࢒ᕓ，ম٫ओ
փ，ෆ೩ࠞ合物からなる造ཻ骨ࡐと，40 mm 以下にഁࡅ

ࣸਅᴷ 13　造ཻલॲཧࢪઃશܠ

ࣸਅᴷ 14　造ཻݻԽॲཧࢪઃશܠ

ࣸਅᴷ 15　造ཻػ特घϛΩαʔ

ࣸਅᴷ 16　造ཻࡐࠎഉग़
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施している。造ཻ࠶生ࡅ石の඼࣭֨نは，ٶ城県の公ڞ工
事ࡐࢿと，岩ख県の復興ࡐࢿに関する基४をクリアすると
ともに，ڥ؀省土৕Ԛછ対策法に基づく特定༗害物࣭の༹
ग़ྔࠪݕ，ؚ༗ྔࠪݕにおいても基४をຬ଍している。ま
た，์ࣹ性物࣭のྔは 1 LH あたり 100 ベクレル以下の安
શな製඼であることを֬ೝしている。
஋֨نݧࢼྉࡐ（1）
，における下૚路൫「通仕様書（土໦工事編ᶗ）ڞ城県ٶ」

および，「岩ख県復興ࡐࢿ活用マχϡアル」における࠶生
石（3C-40，3#-40ࡅ 相当）の඼࣭管理項目および඼࣭管
理基४を表─ 1 にࣔす。
（2）༗害物੍࣭ن஋
土৕Ԛછ対策法に基づく༗害物੍࣭ن஋は以下のとおり

である。

ࣸਅᴷ 18　造ཻࡐࠎ

ࣸਅᴷ 1�　造ཻ࠶ੜࡅੴ

දᴷ 1　඼࣭؅ཧج४

分ྨ 項目 管理基४ ස౓ ڌࠜ

༗
害
物
࣭

土৕Ԛછ対策法 26 項目༹ग़ྔ
土৕ڥ؀基४

1 回 /900 m3

「東日本大震災からの復旧復興のための公ڞ工事
における災害ഇغ物由来の࠶生ࡐࢿの活用につい
て（平成 24 年 5 月 25 日ڥ؀省通஌）」の運用に
関する県の考え方について（ٶ城県）

土৕Ԛછ対策法 9 項目ؚ༗ྔ
์ࣹ性物࣭ೱ౓ 100 #R/LH 以下
ダイΦキシンྨ༹ग़ྔ

基४ڥ؀
ダイΦキシンྨؚ༗ྔ

土
࣭
ࢼ
ݧ

ཻ౓

;るい目 通ա࣭ྔඦ分率（ˋ）

1 回 / 月
迅速な復旧・復興にࢿする࠶生ࡐࢿの୐地造成੝
土への活用に向けた基本的考え方（国土交通省）

53 100
37.5 95 ʙ 100
31.5 ʵ
26.5 ʵ
19 50 ʙ 80

13.2 ʵ
4.75 15 ʙ 40
2.36 5 ʙ 25
0.425 ʵ
0.075 ʵ

すりへりྔݮ（ˋ） 40 以下
઼性指数（Ip） 6 以下
95ˋ修正 C#3（ˋ） 40 以上
強೤ྔݮ ʵ

ࣸਅᴷ گ඼࣭؅ཧঢ়ࣨݧࢼ৔಺ݱ　�1

されたコンクリートմ（ओに建築物ղମで発生したもの）
とを，重機を࢖用して༰積ൺ 1 対 1 のׂ合でࠞ合・ཻ౓ௐ
整を行い製造する。造ཻ骨ࡐと製造された造ཻ࠶生ࡅ石を
それͧれ写真─ 18，19 にࣔす。
2-2　品質管理

造ཻ࠶生ࡅ石は，日々の඼࣭管理に基づき֤छݧࢼを実
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・༗害物༹࣭ग़ྔ
ධՁ基४ɿ土৕Ԛછ対策法　特定༗害物࣭ 26 項目
管理基४ɿ土৕ڥ؀基४
分ੳ方法ɿڥ؀省告ࣔ第 18 号による

・༗害物ؚ࣭༗ྔ
ධՁ基४ɿ土৕Ԛછ対策法　第二छ特定༗害物࣭ 9 項目
管理基४ɿ土৕ڥ؀基४
分ੳ方法ɿڥ؀省告ࣔ第 19 号による

（3）์ࣹ性物੍࣭ن஋
「東日本大震災からの復旧復興のための公ڞ工事におけ

る災害ഇغ物由来の࠶生ࡐの活用について（通஌）」にお
ける์ࣹ性物࣭ೱ౓のධՁ基४は表─ 2 のとおりである。
・์ࣹ性物࣭ೱ౓

ධՁ基४ɿ  ์ ࣹ性セシ΢ム（CT134 ʴ CT137）クリアラ
ンスレベル

測定方法ɿήルマχ΢ム൒ಋମݕग़ثによる測定
3．技術課題と解決方法

開発にあたり，事લに૝定される課題を設定し，実スέー
ルの要ૉ実ݧを行い課題をղܾした。
3-1　特殊ミキサーの選定

（1）課題ɿ造ཻ物඼࣭の安定性֬保　
セメントおよび多඼छࡐྉによる造ཻのためにϛキサー

にٻめられる要݅には，ࡉかいղࡅ性能，ۉ一な࿅り込み
性能，造ཻおよび整ཻ性能がある。これらの性能を֬ೝす
るために，申੥者らは，᎟፩型ϛキサーとしてνϣッパー
型とϩーター型の 2 छྨを用いて造ཻݧࢼを実施した。要
ૉ実ݧにおいては，それͧれの原ྉの配合や水分ྔ，特घ
ϛキサーの回転数・֧፩時ؒを੍御することでϛキサーの
性能をূݕした。本技術においては，安定した性能をࣔし
たϩーター型ϛキサー（図─ 2）を࠾用した。写真─ 20

にղࡅ・ࠞ࿅状گ，写真─ 21 に造ཻ・整ཻ状گをࣔす。
（2）課題ɿϛキサー部඼の耐ຎ໣対策
֤部඼のຎ໣は回転数が高くなるにつれてܹٸにຎ໣ྔ

が増えることが૝定された。ຎ໣対策として，ϒレードに
タングステンカーόイトをコーティングし耐久性を向上さ
せた。
（3）課題ɿ計ྔࠩޡによる඼࣭安定性֬保
一般的に計ྔはϛキサー上部に設ஔされた計ྔثにより

への෇ணによりثྉの計ྔࡐ，ྉがόッν計ྔされるがࡐ
計ྔࠩޡが生͡る。これらのࠩޡは造ཻの඼࣭に大きくӨ
することが൑明したために，ਫ਼౓よく計ྔ・౤入する方ڹ
法がٻめられた。申੥者らは，ϛキサー下部にϩードセル
を取り෇け，֤々のࡐྉ౤入ごとの重ྔを正֬に計ྔする
ྦྷ計計ྔ方式を࠾用した。

දᴷ 2　์ࣹੑ物࣭ೱ౓のධՁج४

100 #R/LH（クリアランスレベル）以下 ར用੍限なく࢖用できることとする。
100 #R/ᶵ超 3
000 #R/LH 以下 ར用者やपลډ住者のඃばくઢྔが 0.01 m4W/ 年（10Ж4W/ 年）以下となるよう覆土等

により࢖用ڥ؀を整えることとする。
3
000 #R/ᶵ超 8
000 #R/LH 以下 管理型最ऴॲ分場でॲ分することとする。
8
000 #R/LH 超 指定ഇغ物として国がॲ理・ॲ分することとする。

؀ഇ対発第　省ڥ؀） 120525001 号，؀ഇ産発第 120525001 号）

ਤᴷ 2　造ཻػ特घϛΩαʔ

ࣸਅᴷ 20　ղࡅ・ࠞ࿅ঢ়گ

ࣸਅᴷ 21　造ཻ・੔ཻঢ়گ
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3-2　最適配合の選定

（1）課題ɿ造ཻ物のԖؚ༗率の適正化
ম٫ओփおよびચড়࢒ᕓにはԖがؚまれている。配合の

બ定においては，造ཻ物製造後のԖؚ༗ྔが土৕ڥ؀基४
஋である 150 mH/LH 以下となるように，多くの配合ݧࢼ
を実施した。そして，ચড়࢒ᕓとম٫ओփ֤々のԖؚ༗ྔ
の組み合わせによる配合例（表─ 3）を設定した。
（2）課題ɿ造ཻ物の性状適正化
લ項（1）でબ定した配合例（Ҋ）において製造した造

ཻ物の性状は，ཻの大きさ，ߗさ，ؚ水ྔが一定基४をຬ
たす必要がある。これは原ྉ配合と水分ྔ，および，ϛキ
シング੍御にࠨӈされる。ݧࢼ࿅りからબ定された運転設
定例を表─ 4 にࣔす。

දᴷ 4　特घϛΩαʔӡసઃఆྫ

工　　ఔ 時　ؒ ౤入ྔ

原ྉ౤入
ղࠞࡅ合

① ચড়࢒ᕓ౤入  20 ඵ 540 LH
② ղࡅ  10 ඵ ʵ
ᶅ ෆ೩物（౤入）  10 ඵ 360 LH
ᶆ ղࡅ  20 ඵ ʵ

固化ࡐ・ෆ༹化ࡎ
ఴ加ࠞ合

ᶇ 鉄ఴ加ࢎེ  10 ඵ  10 LH（ఴ加率ɿ1.1ˋ）
ᶈ マグωシ΢ムఴ加  10 ඵ  25 LH（ఴ加率ɿ2.8ˋ）
ᶉ セメントఴ加  15 ඵ 135 LH（ఴ加率ɿ15ˋ）
ᶊ ࠞ合  10 ඵ ʵ
ᶋ 水（ϙリ鉄）ఴ加  05 ඵ  10 LH（ఴ加率ɿ2.5ˋ）
ᶌ ࠞ࿅  30 ඵ ʵ

造ཻ物製造
ᶍ 造ཻ  40 ඵ ʵ
ᶎ ഉग़  60 ඵ ʵ

合計サイクルタイムɿ 240 ඵ 15 όッν / 時ؒ

දᴷ 3　造ཻ物੡造഑߹ྫ Ⅲ．技術的効果

本技術は，災害ഇغ物ॲ理業務ؾ仙পϒϩック（ೆ三陸
ॲ理区）に適合しその効Ռを֬ೝした。
（1）効Ռɿ最ऴॲ分場ൖ入ྔの大෯な௿ݮ
本技術により，ೆ三陸ॲ理区では最ऴॲ分場ൖ入ྔを従

来技術とൺֱすると 159 ઍ ton から 16 ઍ ton に大෯に௿
できた。その݁Ռ，ൖ入ྔはݮ でき，最ऴॲ分ݮ࡟ˋ90
場のෛՙを大෯に௿ݮした。
（2）効Ռɿ高඼࣭なリサイクルࡐࢿの製造
造ཻ࠶生ࡅ石の඼࣭は，ٶ城県の公ڞ工事ࡐࢿの඼࣭基

४と，岩ख県の復興ࡐࢿの඼࣭基४をຬ଍するとともに，

ࣸਅᴷ 22　造ཻ࠶ੜࡅੴൖೖঢ়گ

ࣸਅᴷ 23　றं৔࿏൫੔උঢ়گ
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දᴷ 5　造ཻ࠶ੜࡅੴ੡造ྔਪҠάϥϑ

ݕ省土৕Ԛછ対策法にもとづく特定༗害物࣭の༹ग़ྔڥ؀
ࠪ・ؚ༗ྔࠪݕにおいても基४をຬ଍している。製造され
た造ཻ࠶生ࡅ石は，ೆ三陸町の復興事業においてறं場や
工事用道路の路൫ࡐとして活用されている。写真─ 22，

23 に造ཻ࠶生ࡅ石の活用状گをࣔす。
（3）効Ռɿ高い製造能ྗ
造ཻ࠶生ࡅ石の最ऴ製造ྔྦྷ計は，15.1 ສ ton にୡした。

そのうち造ཻ骨ࡐ製造ྔは 61.3 ઍ ton を数える。表─ 5

に造ཻ࠶生ࡅ石製造ྔਪҠグラフをࣔす。
災害ഇغ物ॲ理が順ௐにՔಇを࢝めて造ཻに必要な原ྉ

がஷଂできてからは，造ཻ骨ࡐ製造は二交୅੍で取り組ん
だ。աڈに例のない製造ྔであったが，造ཻલॲ理および
固化ॲ理工ఔをؚめ，大きな機械設備のトラϒル，および
製඼඼࣭に関わるトラϒルは発生せず，安定した製造能ྗ
を発شした。
Ⅳ．施工実績（1件）

業 務 名ɿ  災害ഇغ物ॲ理業務ؾ仙পϒϩック（ೆ三陸
ॲ理区）

ҕ ୗ 者ɿ  ٶ城県
受 ୗ 者ɿ  清水・フジタ・ߵ஑・東亜・青໦あすなろ・

᭝髙・ઙ野特定業務ڞಉا業ମ
業務場所ɿ  ٶ城県本吉܊ೆ三陸町
工　　期ɿ  平成 24 年 3 月 6 日ʙ平成 26 年 3 月 25 日
Ⅴ．波及効果

本技術は災害ഇغ物ॲ理において，最ऴॲ分場ෆ଍や建
設ࡐࢿෆ଍のղফに大きくݙߩできるものである。ここで
開発・実用化された技術は，建設ഇغ物をؚめ，今後のॲ
理業務においても展開可能である。またリサイクルされた
高඼࣭なࡐࢿは，町の復興事業において積極的に活用され
ている。

大友　信ӻ
清水建設㈱

௘࢖Տ原　和ଇ
和興業㈱ܙ

お断り

この JCMA 報告は，受৆した原文とは一部ҟな
るද現をしてあります。
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㈱野田自ಈं工業所（野田クレーン）

1$ চ൛ՍઃػʹΑΔ 1$চ൛Սઃ

஍Ҭݙߩ৆

業績の概要

現橋の早川橋は，一般県道҄倉൧富ઢが一ڃՏ川である
早川を渡Տする 3 ୯७ϫーレントラスܻ橋でありত和ؒܘ 9
年にՍ設された。80 年がܦա，老朽化しՍସえを必要として
いた。発஫者は山ས県。当社は PC চ൛の施工等を担当した。

発஫者ɿ  山ས県　ڦೆ建設事務所
工事名ɿ（一）҄倉൧富ઢ早川橋চ൛工事
受஫者ɿ  近藤工業㈱
施工場所ɿ山ས県ೆڊຎ܊਎Ԇ町҄倉
Ս設Ґஔ一ଳはՏ川のࡥڱ部で׌つՏচมಈがܹしい場

所であることからՏ川内に橋脚を設けない୯ؒܘのόス
έットハンドル型χールセンϩーθ橋（橋長 143.6 m，支
ؒ長 141.0 m，෯һ 8.2 m）となった。早期ڙ用を目指す
上でচ൛は工場生産が可能なプレキャスト PC চ൛施工が
最適であるが，橋梁上部が࠹がった形となるχールセン
ϩーθとの相性は上空からのՍ設が必要な PC চ൛工法は
相൓する施工方法であった。

今回࠾用した「PC চ൛Ս設機」（特ొڐ録ࡁ，写真─ 1

～ 4）は橋台部からの施工のみで PC চ൛をՍ設すること
ができ，尚׌つ上空ো害物にも対応できることから，ग़水
期中も施工可能。

時期によっては大෯な工期短ॖ，Ծ設ࡐࢿ設備のܰݮ，
Տচや道路੍نなどの地元住ຽのෛ担ܰݮなど多くのメ
リットが考えられることから今回の࠾用にࢸった。

ňPC চ൛Ս設機」は໳型形ଶのジャッキ式吊り上げ૷
ஔとي道૷ஔಈྗंとの組合せのෳ合型機械で，ܻ上にෑ
設したي道を橋台とՍ設地఺をԟ復して一౓に 1 ʙ 2 ຕず
つՍ設していく。

PC চ൛はクレーンंによって運ൖ台ंに載せられその
まま平行ҠಈしてՍ設機によりՍ設するのでܻ上でচ൛を
回転させたりしないので，下路トラスなどの橋にも対応で
きる。そのため第二東名や名神などの高速道路や山ؒ部な
ど大型重機が入れない場所や上空ো害がある場所で多くの
実੷がある。当機は今回も安定した実ྗでແ難にচ൛Ս設
をऴわらせた。

Ս設ཌ日からす͙に鉄ے工や地覆型࿮工に入れ，工期が

ࣸਅᴷ ᶃػ中の1$চ൛Սઃ޻ࢪ　1

ࣸਅᴷ ᶄػ中の1$চ൛Սઃ޻ࢪ　2

ࣸਅᴷ ᶅػ中の1$চ൛Սઃ޻ࢪ　3

ࣸਅᴷ ᶆػ中の1$চ൛Սઃ޻ࢪ　4
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短くできるプレキャスト PC চ൛はՍ設がऴわる頃にはす
͙खલまで鉄ے型࿮ができており，このあとচ൛とܻ自ମ
の高さௐ整をしてؒ٧め部や地覆等にコンクリートをଧ設
して׬成となる。
業務内容

1．業績の説明

PC চ൛Ս設機（特ొڐ録ࡁ）をར用することによりՏ
川内に重機等をൖ入する必要がなくなりग़水期の施工も可
能となり PC চ൛と相まって早期ڙ用が可能となった（写
真─ 5，図─ 1）。
2．業績の効果

通常のচ൛施工では，ׇ水期を଴ってՏ川内にൖ入路を
設け作業するのに対してインターόルをஔかず施工でき，
工場製඼の PC চ൛をར用する本工事は໿ 10 ϲ月の早期
─が可能となった（写真࢝用開ڙ 6）。Տ川内をԿ౓も৮
ることなく，଍場もそのままڙ用できるためコストダ΢ン
にܨがった。

3．施工または生産販売実績

平成 10 年　第二名神　ඈ島高Ս橋
平成 11 年　第二東名　豊田 JCT　
平成 14 年　52 号ߕ西όイパス　戸川橋
平成 15 年　第二東名　ѭঁ࠺川高Ս橋　
平成 15 年　ळ田県　༄田橋
平成 15 年　近ـ道　三ツ谷஑橋　　
平成 16 年　東名阪　຀ϊ原高Ս橋
平成 18 年　第二ҏ੎道　2・3・5 号橋
平成 21 年　3170 高Ս橋　ଞ

4．地域への貢献度

χールセンϩーθ橋をબ୒できՏ川内に橋脚を建てる必
要がなくなり，尚׌つプレキャスト PC চ൛施工により早
期施工，早期ڙ用が可能になったうえ，Տ川内工事を極ྗ
少なくすることができڥ؀や自વ災害に対するリスクを大
෯に改ળできた。

安田　޺司
㈱野田自ಈं工業所（野田クレーン）　執行役һ

ࣸਅᴷ 橋ૣ઒橋ʢ手લʣͱՍઃ中の৽橋ݱ　5

ࣸਅᴷ 6　1$চ൛Սઃػʢ2号ػʣશܠ

ਤᴷ 1　ૣ઒橋　Սઃཁྖ
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